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厚生労働省老健局介護保険計画課 

 

 

平成 26 年 10 月１日以降の東日本大震災により被災した被保険者の 

利用者負担の減免措置に対する免除証明書等の取扱いについて 

 

 

東日本大震災により被災した被保険者の利用者負担及び保険料の減免措置

に対する財政支援については、「東日本大震災により被災した被保険者の利用

者負担等の減免措置に対する財政支援の延長等について」（平成 26 年２月 19

日付け厚生労働省老健局介護保険計画課事務連絡）においてお示ししている

ところですが、「平成 26 年度介護保険災害臨時特例補助金の取扱いについて」

（平成 26 年６月 13 日付け老発 0613 第３号厚生労働省老健局長通知）の別紙

「平成 26 年度介護保険災害臨時特例補助金取扱要領」の別記「利用者負担額

軽減支援事業」において示している「利用者負担額軽減支援事業対象者認定

票」（以下「認定票」という。）にかかる平成 26 年 10 月 1 日以降の取扱いに

ついて、下記のとおり改めてお知らせするとともに、別添のとおりリーフレ

ットを作成いたしましたので、管内市町村（特別区、一部事務組合及び広域

連合を含む。）、サービス事業所等に再度周知を図るようよろしくお願いしま

す。 

 

記 

 

・利用者負担額軽減支援事業対象者認定票について 

現在、全域が避難指示区域等（注１）又は旧緊急時避難準備区域等（注２）

である町村に住所を有する被保険者は、利用者負担の減免を受けるに当たり、

被保険者証の提示を認定票の提示に代えることができることとしている。こ

のうち、旧緊急時避難準備区域等をその区域に含む以下の町村に住所を有す

る被保険者については、上位所得層が減免措置に対する財政支援の対象外と

なり（注３）、被保険者証の住所表示のみをもって減免の有無を判別できない

ことから、平成 26 年 10 月１日以降は認定票の提示が必要となることにご留

意いただきたい。 

なお、認定票の交付は「介護保険利用者負担額免除証明書」の交付（有効



期限が平成 27 年２月 28 日までの間のいずれかの日となっているものに限

る。）をもって代えることができる。 

 

（福島県）広野町、楢葉町、川内村 

 

※全域が避難指示区域等である以下の町村に住所を有する被保険者につい

ては、引き続き、被保険者証の提示を認定票の提示に代えることができる。 

 

（福島県）富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村 

 

 

 （注１）帰還困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域、特定避難勧奨地

点（ホットスポット）の４つの区域等をいう。（平成 26 年度に指定が解除

された区域を含む。） 

（注２）旧緊急時避難準備区域、平成 25 年度以前に指定が解除された特定避難勧

奨地点（ホットスポット）の２つの区域等をいう。 

 （注３）旧緊急時避難準備区域等の上位所得層（被保険者個人の合計所得金額 633

万円以上を基準とする。）の被保険者にかかる財政支援 

     ①利用者負担免除措置（利用者負担額軽減支援事業）に対する財政支援 

平成 26 年９月 30 日まで 

     ②保険料減免措置に対する財政支援 

         平成 26 年９月分まで 

 

 



免除証明書に関してご不明な点があれば、お住まいの
市町村の窓口にお問い合わせください。

平成２６年１０月１日以降も、以下の方について
は、介護サービスの利用者負担が免除となります。

介護サービスを利用される東日本大震災の被災者の皆さまへ

(※１) 帰還困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域、特定避難勧奨地点（ホット
スポット）として指定されている４つの区域等です。（平成26年度に指定が解除された
区域を含みます。）

(※２) 個人の合計所得金額が６３３万円以上の方を指します。

(※３) 旧緊急時避難準備区域、平成25年度以前に指定が解除された特定避難勧奨地点
（ホットスポット）の２つの区域等です。

(※４) 震災発生後、他市町村へ転出された方を含みます。
（お住まいの市町村での免除の実施については市町村の窓口にお問い合わせ下さい。）

（注） 東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う避難指示区域等の被災者以外の方
○ 市町村により、引き続き、介護サービスの利用者負担が減免されることがあります。
○ 詳細については、お住まいの市町村へお問い合わせ下さい。

１．利用者負担の免除を受けることができる対象者と期限

○東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う
避難指示区域等(※１)の被災者の方

○上位所得層(※２)を除く旧緊急時避難準備区域等
(※３)の被災者の方

２．被保険者証に記載された住所が福島県の以
下の町村の方は、引き続き平成27年２月28
日まで免除証明書の提示は不要です。

町村名

富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

（注）上記の町村以外の住所の方で、利用者負担の免除を受けるためには、有効期限が
切れていない免除証明書が必要です。

（注）これまで免除証明書が不要とされてきた（福島県）広野町、楢葉町、川内村の方
は、平成26年10月以降、免除証明書の提示が必要となります。

→平成27年２月28日まで


